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(57)【要約】
【課題】複数のデータドライバを備える表示装置におい
て、コスト増加を招くことなく表示品位を向上させる。
【解決手段】表示装置１は、光電変換部１２を備える。
この光電変換部１２は、２つのＯＬＥＤと、２つの光量
計測部と、を備える。スイッチＳｗ１は、データドライ
バ１６(1)と光電変換部１２とを接続し、データドライ
バ１６(1)は、階調電流Ｉdataを光電変換部１２に供給
して一方のＯＬＥＤを点灯させる。光量計測部は、点灯
したＯＬＥＤの光量に対応する電圧のセンサ出力信号を
出力し、センサ信号処理部１７は、センサ出力信号ＯＵ
Ｔ(1)をコントローラ１９に供給する。コントローラ１
９は、データドライバ１６(2)が光電変換部１２に階調
電流Ｉdataを供給したときのセンサ出力信号ＯＵＴ(2)
と、センサ出力信号ＯＵＴ(1)との電圧比に基づいてデ
ータドライバ１６(1)，１６(2)の出力信号の値を補正す
る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示用発光素子を有する複数の画素と、前記各画素に接続された複数のデータラインと
、前記複数のデータラインに接続される複数のデータドライバと、出力計測部と、制御部
と、を備え、
　前記各データドライバは、入力信号に対する出力信号を出力し、少なくとも一部は前記
各データラインに接続される複数の出力端子を有し、
　前記出力計測部は、前記各データドライバの前記複数の出力端子における一つの特定の
出力端子から出力される前記出力信号の値に対応する出力値を計測し、
　前記制御部は、前記出力計測部が計測した前記複数のデータドライバの各々に対応する
前記出力値の相関関係に基づいて前記各データドライバの前記出力信号の値を補正する補
正値を取得する、
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記出力計測部は、
　前記各データドライバの前記一つの出力端子から出力される前記出力信号が供給されて
発光する計測用発光素子と、
　前記計測用発光素子が発光したときの出射光を受光して光量を検出する受光素子を有し
て、該受光素子によって検出された前記計測用発光素子の発光光量を前記出力値として計
測する光量計測部と、を備えた、
　ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記各画素における前記表示用発光素子と前記出力計測部における前記計測用発光素子
とは、同一の基板上に形成されていることを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記複数のデータラインのうちの隣接する２本の前記データラインの各々に接続される
、前記複数のデータドライバにおける第１のデータドライバと第２のデータドライバとを
有し、
　前記出力計測部は前記第１及び第２のデータドライバに対応して設けられ、前記計測用
発光素子と前記光量計測部とを、それぞれ、前記第１及び第２の各データドライバの各々
に対応するように２組備えている、
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記複数のデータラインのうちの隣接する２本の前記データラインの各々に接続される
、前記複数のデータドライバにおける第１のデータドライバと第２のデータドライバとを
有し、
　前記出力計測部は前記第１及び第２のデータドライバに対応して設けられ、単一の前記
光量計測部と、前記第１及び第２のデータドライバの各々に対応した２つの前記計測用発
光素子と、を備え、
　前記光量計測部の前記受光素子は、前記２つの計測用発光素子からの出射光を受光する
ことができる構成とされていることを特徴とする請求項２又は３に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１及び第２のデータドライバの各々に対応して設けられた第１の切り替えスイッ
チを備え、該第１の切り替えスイッチは、前記第１及び第２のデータドライバの各々の、
前記一つの出力端子を、前記計測用発光素子又は前記データラインの何れか一方に接続す
るように切り替えることを特徴とする請求項４又は５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記各データドライバは、前記特定の出力端子として、計測用の出力信号を出力する計
測用出力端子を備え、前記各データドライバの前記計測用出力端子は前記各計測用発光素
子に接続されていることを特徴とする請求項４又は５に記載の表示装置。
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【請求項８】
　前記複数のデータラインのうちの隣接する２本の前記データラインの各々に接続される
、前記複数のデータドライバにおける第１のデータドライバと第２のデータドライバとを
有し、
　前記各データドライバは、前記特定の出力端子として、計測用の出力信号を出力する計
測用出力端子を備え、
　前記出力計測部は、前記第１及び第２のデータドライバに対応して設けられ、単一の前
記計測用発光素子と単一の前記光量計測部とを備え、
　前記第１及び第２のデータドライバの各々に対応して設けられた第２の切り替えスイッ
チを備え、該第２の切り替えスイッチは、前記計測用発光素子を前記第１及び第２のデー
タドライバの各々の前記計測用出力端子の何れか一方に接続するように切り替えることを
特徴とする請求項２又は３に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記制御部は、
　前記複数のデータドライバの各々に対応する前記出力値のうちのいずれか１つを基準出
力値として、前記出力計測部が計測した前記各データドライバに対応する前記出力値の前
記基準出力値に対する比率に基づいて前記補正値を取得することを特徴とする請求項１乃
至８のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　入力信号に対する出力信号を出力する複数の出力端子を有する複数のデータドライバの
出力補正方法であって、
　前記各データドライバの前記複数の出力端子における一つの特定の出力端子から出力さ
れる前記出力信号の値に対応する出力値を計測するステップと、
　計測した前記複数のデータドライバの各々に対応する前記出力値の相関関係に基づいて
前記各データドライバの前記出力信号の値を補正する補正値を取得するステップと、を備
えた、
　ことを特徴とするデータドライバの出力補正方法。
【請求項１１】
　前記出力値を計測するステップは、
　前記各データドライバの前記特定の出力端子から出力される前記出力信号を計測用発光
素子に供給して、該計測用発光素子を前記出力信号に応じた輝度で発光させるステップと
、
　前記計測用発光素子に対応して設けられた受光素子により、前記計測用発光素子から出
射された光を受光して、該受光素子によって検出された前記計測用発光素子の発光光量を
前記出力値として計測するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項１０に記載のデータドライバの出力補正方法。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置及びデータドライバの出力補正方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　有機エレクトロルミネッセンス素子（有機ＥＬ素子）は、電流を流すことによって発光
する蛍光性の有機化合物によって形成されたものであり、これを用いた有機発光ダイオー
ド（Organic Light Emitting Diode：以下、ＯＬＥＤと記す）素子を各画素に有してなる
表示パネルを備えた表示装置は次世代ディスプレイデバイスとして注目されている（例え
ば、特許文献１参照）。
【０００３】
　このような表示装置においては、ＯＬＥＤ素子が１画素に対応するようにそれぞれ行列
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配置されることによって表示パネルが形成され、画像データに基づいて、各画素のＯＬＥ
Ｄ素子を発光させることによって表示パネルに画像が表示される。
【０００４】
　このＯＬＥＤ素子は供給される電流の電流値に応じた輝度で発光する電流駆動素子であ
り、アクティブマトリックス駆動方式を適用した表示パネルにおいては、各画素に、１つ
のＯＬＥＤ素子と、該ＯＬＥＤ素子に接続されて表示データに応じた電流値の駆動電流を
ＯＬＥＤ素子に流すための駆動用トランジスタを含む複数のトランジスタを有する画素駆
動回路と、を備える。
【０００５】
　さらに表示装置は、各画素に、画像データの階調に対応する電流信号又は電圧信号から
なる出力信号を書き込むデータドライバを備える。画素数が多い場合、表示装置は、複数
のデータドライバを備える。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－１１５１４４号公報（第５頁、図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、複数のデータドライバを備えた従来の表示装置では、各データドライバ間で、
データドライバを構成する回路素子の特性差等に起因して画像データの階調値に対する出
力信号の値に差があり、画像データの階調値が同じであっても、各データドライバから出
力される出力信号の値に差が生じることがある。
【０００８】
　このように各データドライバの特性が異なり、各データドライバから出力される出力信
号の値に差があると、表示パネルの表示領域において、各データドライバに接続された領
域の境界で輝度差が生じて筋状のムラが発生し、表示品位が低下する。
【０００９】
　この場合に、例えば人手によって表示装置毎に各データドライバ間の出力信号の値を調
整することによってムラの発生を抑制することもできるが、これには多大な手間と時間が
かかり、表示装置のコスト増加を招いていた。
【００１０】
　本発明は、このような従来の問題点に鑑みてなされたもので、複数のデータドライバを
備える表示装置において、コスト増加を招くことなく視認性表示品位を向上させることが
可能な表示装置及びデータドライバの出力補正方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この目的を達成するため、本発明の第１の観点に係る表示装置は、
　表示用発光素子を有する複数の画素と、前記各画素に接続された複数のデータラインと
、前記複数のデータラインに接続される複数のデータドライバと、出力計測部と、制御部
と、を備え、
　前記各データドライバは、入力信号に対する出力信号を出力し、少なくとも一部は前記
各データラインに接続される複数の出力端子を有し、
　前記出力計測部は、前記各データドライバの前記複数の出力端子における一つの特定の
出力端子から出力される前記出力信号の値に対応する出力値を計測し、
　前記制御部は、前記出力計測部が計測した前記複数のデータドライバの各々に対応する
前記出力値の相関関係に基づいて前記各データドライバの前記出力信号の値を補正する補
正値を取得することを特徴とする。
【００１２】
　前記出力計測部は、
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　前記各データドライバの前記一つの出力端子から出力される前記出力信号が供給されて
発光する計測用発光素子と、
　前記計測用発光素子が発光したときの出射光を受光して光量を検出する受光素子を有し
て、該受光素子によって検出された前記計測用発光素子の発光光量を前記出力値として計
測する光量計測部と、を備えてもよい。
【００１３】
　前記各画素における前記表示用発光素子と前記出力計測部における前記計測用発光素子
とは、同一の基板上に形成されていてもよい。
【００１４】
　前記複数のデータラインのうちの隣接する２本の前記データラインの各々に接続される
、前記複数のデータドライバにおける第１のデータドライバと第２のデータドライバとを
有し、
　前記出力計測部は前記第１及び第２のデータドライバに対応して設けられ、前記計測用
発光素子と前記光量計測部とを、それぞれ、前記第１及び第２の各データドライバの各々
に対応するように２組備えてもよい。
【００１５】
　前記複数のデータラインのうちの隣接する２本の前記データラインの各々に接続される
、前記複数のデータドライバにおける第１のデータドライバと第２のデータドライバとを
有し、
　前記出力計測部は前記第１及び第２のデータドライバに対応して設けられ、単一の前記
光量計測部と、前記第１及び第２のデータドライバの各々に対応した２つの前記計測用発
光素子と、を備え、
　前記光量計測部の前記受光素子は、前記２つの計測用発光素子からの出射光を受光する
ことができる構成とされてもよい。
【００１６】
　前記第１及び第２のデータドライバの各々に対応して設けられた第１の切り替えスイッ
チを備え、該第１の切り替えスイッチは、前記第１及び第２のデータドライバの各々の、
前記一つの出力端子を、前記計測用発光素子又は前記データラインの何れか一方に接続す
るように切り替えてもよい。
【００１７】
　前記各データドライバは、前記特定の出力端子として、計測用の出力信号を出力する計
測用出力端子を備え、前記各データドライバの前記計測用出力端子は前記各計測用発光素
子に接続されてもよい。
【００１８】
　前記複数のデータラインのうちの隣接する２本の前記データラインの各々に接続される
、前記複数のデータドライバにおける第１のデータドライバと第２のデータドライバとを
有し、
　前記各データドライバは、前記特定の出力端子として、計測用の出力信号を出力する計
測用出力端子を備え、
　前記出力計測部は、前記第１及び第２のデータドライバに対応して設けられ、単一の前
記計測用発光素子と単一の前記光量計測部とを備え、
　前記第１及び第２のデータドライバの各々に対応して設けられた第２の切り替えスイッ
チを備え、該第２の切り替えスイッチは、前記計測用発光素子を前記第１及び第２のデー
タドライバの各々の前記計測用出力端子の何れか一方に接続するように切り替えるように
してもよい。
【００１９】
　前記制御部は、
　前記複数のデータドライバの各々に対応する前記出力値のうちのいずれか１つを基準出
力値として、前記出力計測部が計測した前記各データドライバに対応する前記出力値の前
記基準出力値に対する比率に基づいて前記補正値を取得するようにしてもよい。
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【００２０】
　本発明の第２の観点に係るデータドライバの出力補正方法は、
　入力信号に対する出力信号を出力する複数の出力端子を有する複数のデータドライバの
出力補正方法であって、
　前記各データドライバの前記複数の出力端子における一つの特定の出力端子から出力さ
れる前記出力信号の値に対応する出力値を計測するステップと、
　計測した前記複数のデータドライバの各々に対応する前記出力値の相関関係に基づいて
前記各データドライバの前記出力信号の値を補正する補正値を取得するステップと、を備
えたことを特徴とする。
【００２１】
　前記出力値を計測するステップは、
　前記各データドライバの前記特定の出力端子から出力される前記出力信号を計測用発光
素子に供給して、該計測用発光素子を前記出力信号に応じた輝度で発光させるステップと
、
　前記計測用発光素子に対応して設けられた受光素子により、前記計測用発光素子から出
射された光を受光して、該受光素子によって検出された前記計測用発光素子の発光光量を
前記出力値として計測するステップと、
　を含むようにしてもよい。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、複数のデータドライバを備える表示装置において、コスト増加を招く
ことなく表示品位を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す各画素回路の構成の一例を示す図である。
【図３】図２に示す画素回路の断面図である。
【図４】第１の実施形態における光電変換部、センサ信号処理部の構成を示す図である。
【図５】図４に示す光電変換部の構造を示す図である。
【図６】２つのデータドライバに対応する出力値を計測するときのタイミングチャートで
ある。
【図７】第１の実施形態において、ＴＦＴパネルに対するセレクトドライバとアノードド
ライバとデータドライバ及び光電変換部の実装配置の概要を示す図である。
【図８】第２の実施形態に係わる表示装置の構成を示すブロック図である。
【図９】第２の実施形態における光電変換部、センサ信号処理部の構成を示す図である。
【図１０】第３の実施形態に係わる表示装置の構成を示すブロック図である。
【図１１】第３の実施形態における光電変換部、センサ信号処理部の構成を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施形態に係る表示装置を、図面を参照して説明する。
＜第１の実施形態＞
　本発明の第１の実施形態に係る表示装置の構成を図１に示す。
　本実施形態に係る表示装置１は、ＴＦＴパネル（画素アレイ）１１と、光電変換部１２
と、セレクトドライバ１３と、カソード電源１４と、アノードドライバ１５と、データド
ライバ１６(1)，１６(2)と、センサ信号処理部１７と、電源１８と、コントローラ１９と
、表示信号生成回路２０と、を備える。
【００２５】
　ＴＦＴパネル１１は、複数の画素回路１１(i,j)（ｉ＝１～ｍ、ｊ＝１～ｎ、ｍ，ｎ；
自然数）を備えたものである。
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【００２６】
　各画素回路１１(i,j)は、それぞれ、画像の１画素に対応するものであり、各データラ
インＬd(i)と各セレクトラインＬs(j)の各交点近傍に行列配置される。各画素回路１１(i
,j)は、図２に示すように、例えば、ＯＬＥＤ１１１と、トランジスタＴ１～Ｔ３と、キ
ャパシタＣ１と、を備える。ここで、トランジスタＴ１～Ｔ３とキャパシタＣ１とは画素
駆動回路ＤＣをなす。
【００２７】
　図３（ａ），（ｂ）は、それぞれ、ＯＬＥＤ１１１とトランジスタＴ３との断面図、平
面図であり、この図３（ａ），（ｂ）に示すように、ＯＬＥＤ１１１は、画像の表示用発
光素子であり、画素電極（アノード電極）１１１ａと、発光層１１１ｅと、カソード電極
１１１ｃと、によって構成される。
【００２８】
　画素電極１１１ａ、発光層１１１ｅは、トランジスタＴ３のゲート電極１０３ｇを覆っ
ているゲート絶縁膜１２１上に形成される。本実施形態の表示装置１は、ボトムエミッシ
ョン型のものであり、画素電極１１１ａには、例えば、ＩＴＯ（Indiumu Tin Oxide）、
ＺｎＯ等の透光性の導電材料が用いられる。そして、発光層１１１ｅの光は、図中、矢印
で示すように、画素電極１１１ａ、ガラス基板１０１を透過して、下方に照射される。
【００２９】
　図２に示すトランジスタＴ１～Ｔ３は、ｎチャンネル型のＦＥＴ（Field Effect Trans
istor；電界効果トランジスタ）によって構成されたＴＦＴ（Thin Film Transistor）で
あり、例えば、アモルファスシリコン又はポリシリコンＴＦＴによって構成されている。
【００３０】
　トランジスタＴ３は、電流値を制御しつつ、ＯＬＥＤ１１１に電流を供給する駆動トラ
ンジスタである。トランジスタＴ３の電流上流端としてのドレインは、アノードラインＬ
a(j)に接続され、電流下流端としてのソースはＯＬＥＤ１１１のアノードに接続される。
そして、トランジスタＴ３は、制御電圧としてのゲート電圧Ｖgsに対応する電流値の電流
をＯＬＥＤ１１１に供給する。
【００３１】
　トランジスタＴ３は、図３に示すように、ゲート電極１０３ｇと、ドレイン電極１０３
ｄと、ソース電極１０３ｓと、半導体層１０３ｃと、保護絶縁膜１０３ｉと、オーミック
コンタクト層１０３ｏと、によって構成される。
【００３２】
　ゲート電極１０３ｇは、ガラス基板１０１上に形成され、ゲート絶縁膜１２１によって
覆われる。ゲート電極１０３ｇは、例えば、アルミニウム－ネオジウム－チタン（ＡｌＮ
ｄＴｉ）またはクロム（Ｃｒ）によって形成される。
【００３３】
　ドレイン電極１０３ｄ、ソース電極１０３ｓは、それぞれ、例えば、アルミニウム－チ
タン（ＡｌＴｉ）／Ｃｒ、ＡｌＮｄＴｉ／ＣｒまたはＣｒによって形成される。
【００３４】
　半導体層１０３ｃは、ゲート絶縁膜１２１上であってゲート電極１０３ｇの真上に形成
される。この半導体層１０３ｃには、例えば、アモルファスシリコンが用いられる。
【００３５】
　保護絶縁膜１０３ｉは、ドレイン電極１０３ｄ、ソース電極１０３ｓを形成する際のエ
ッチングストッパとして機能するものであり、半導体層１０３ｃ上に形成される。
【００３６】
　オーミックコンタクト層１０３ｏは、ドレイン電極１０３ｄとソース電極１０３ｓと半
導体層１０３ｃとが低抵抗性を有しているため、ドレイン電極１０３ｄとソース電極１０
３ｓとを絶縁するために設けられたものであり、ｎ型不純物を含むアモルファスシリコン
によって形成される。
【００３７】
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　次に、図２に示すトランジスタＴ１は、トランジスタＴ３のゲートとドレイン間を接続
又は遮断するためのスイッチトランジスタである。
【００３８】
　各画素回路１１(i,j)のトランジスタＴ１のドレイン（端子）は、アノードラインＬa(j
)（トランジスタＴ３のドレイン）に接続され、ソースは、トランジスタＴ３の制御端と
してのゲートに接続される。
【００３９】
　各画素回路１１(1,1)～１１(m,1)のトランジスタＴ１のゲート（端子）は、セレクトラ
インＬs(1)に接続される。同様に、各画素回路１１(1,2)～１１(m,2)のトランジスタＴ１
のゲートは、セレクトラインＬs(2)に、・・・、各画素回路１１(1,n)～１１(m,n)のトラ
ンジスタＴ１のゲートは、セレクトラインＬs(n)に、それぞれ、接続される。
【００４０】
　画素回路１１(1,1)の場合、セレクトドライバ１３からセレクトラインＬs(1)にＨｉ（H
igh；ハイ）レベルの信号が出力されると、トランジスタＴ１はオンする。これにより、
トランジスタＴ３はドレインとゲートが接続されるため、トランジスタＴ３はダイオード
接続状態となる。
【００４１】
　セレクトラインＬs(1)にＬｏ（Low；ロー）レベルの信号が出力されると、トランジス
タＴ１は、オフし、トランジスタＴ３もオフする。それとともに、トランジスタＴ１がオ
フすると、キャパシタＣ１に充電された電荷は保持される。
【００４２】
　トランジスタＴ２は、セレクトドライバ１３によって選択されてオン、オフし、アノー
ドドライバ１５とデータドライバ１６(1)，１６(2)との間を導通、遮断するためのスイッ
チトランジスタである。
【００４３】
　各画素回路１１(i,j)のトランジスタＴ２のドレインは、ＯＬＥＤ１１１のアノード（
電極）に接続される。
【００４４】
　各画素回路１１(1,1)～１１(m,1)のトランジスタＴ２のゲートは、セレクトラインＬs(
1)に接続される。同様に、各画素回路１１(1,2)～１１(m,2)のトランジスタＴ２のゲート
は、セレクトラインＬs(2)に、・・・各画素回路１１(1,n)～１１(m,n)のトランジスタＴ
２のゲートは、セレクトラインＬs(n)に接続される。
【００４５】
　各画素回路１１(1,1)～１１(1,n)のトランジスタＴ２の他端としてのソースは、データ
ラインＬd(1)に、・・・、各画素回路１１(m,1)～１１(m,n)のトランジスタＴ２のソース
は、データラインＬd(m)に接続される。
【００４６】
　尚、データラインＬd(u)は、スイッチＳｗ１の一端に接続され、データラインＬd(u+1)
は、スイッチＳｗ２の一端に接続される（ｕは、２～（ｍ－１）であり、例えば、ｍ／２
）。
【００４７】
　画素回路１１(1,1)の場合、トランジスタＴ２は、セレクトドライバ１３から、セレク
トラインＬs(1)にＨｉレベルの信号が出力されるとオンしてＯＬＥＤ１１１のアノードと
データラインＬd(1)とを接続する。
【００４８】
　また、セレクトラインＬs(1)にＬｏレベルの信号が出力されると、トランジスタＴ２は
オフしてＯＬＥＤ１１１のアノードとデータラインＬd(1)とを遮断する。
【００４９】
　キャパシタＣ１は、トランジスタＴ３のゲート・ソース間電圧（以下、ゲート電圧と記
す）Ｖgsを保持する容量成分であり、その一端は、トランジスタＴ１のソースとトランジ
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スタＴ３のゲートとに接続され、他端はトランジスタＴ３のソースとＯＬＥＤ１１１のア
ノードとに接続される。
【００５０】
　キャパシタＣ１は、アノードラインＬa(j)からトランジスタＴ２のドレインに向けてド
レイン電流Ｉdが流れるとき、トランジスタＴ３はオン状態となり、対応するトランジス
タＴ３のゲート電圧Ｖgsで充電され、その電荷が蓄積される。
【００５１】
　トランジスタＴ１及びＴ２がオフすると、キャパシタＣ１は、トランジスタＴ３のゲー
ト電圧Ｖgsを保持する。
【００５２】
　本実施形態の表示装置１は、図１に示すように、複数の画素回路１１(i,j)を、画素回
路１１(1,1)～１１(u,1)～１１(1,n)～１１(u,n)と、画素回路１１(u+1,1)～１１(m,1)～
１１(u+1,n)～１１(m,n)とに区分して、区分した画素回路１１(i,j)毎に、画像の階調度
に対応する電圧を各キャパシタＣ１に書き込むデータドライバ１６(1)，１６(2)を備えた
ものである。
【００５３】
　データドライバ１６(1)，１６(2)は、それぞれ、出力端子ＤＯ(1)～ＤＯ(u)、ＤＯ(u+1
)～ＤＯ(m)を有し、表示信号生成回路２０から画像データＰicと同期信号Ｓyncが供給さ
れ、各出力端子ＤＯ(k)（k＝１～ｍ）に画像データＰicに応じた出力信号を出力する。
【００５４】
　データドライバ１６(1)の出力端子ＤＯ(u)～ＤＯ(u－1)はデータラインＬd(1)～Ｌd(u
－1)に接続され、データドライバ１６(2)の出力端子ＤＯ(u+2)～ＤＯ(m)はデータライン
Ｌd(u+2)～Ｌd(m)に接続され、データドライバ１６(1)の出力端子ＤＯ(u)はスイッチＳｗ
１の入力端子に接続され、データドライバ１６(2)の出力端子ＤＯ(u＋1)はスイッチＳｗ
２の入力端に接続される。
【００５５】
　そして、光電変換部１２は、コントローラ１９からデータドライバ１６(1)，１６(2)に
、例えば同じ階調値の階調信号Ｄ(u)，Ｄ(u+1)が供給されたときに、データドライバ１６
(1)，１６(2)が出力する出力信号に対応した出力値を計測するものである。
【００５６】
　この光電変換部１２は、図４に示すように、ＯＬＥＤ１１２(1)，１１２(2)と、光量計
測部２１(1)，２１(2)と、を備え、ＯＬＥＤ１１２(1)，１１２(2)を発光させて、それぞ
れの光量を計測する。
【００５７】
　データドライバ１６(1)，１６(2)は、上記出力信号として、例えば階調電流Ｉdata(u)
，Ｉdata(u+1)を出力し、ＯＬＥＤ１１２(1)，１１２(2)は、それぞれ、データドライバ
１６(1)，１６(2)から階調電流Ｉdata(u)，Ｉdata(u+1)が供給されて発光する計測用発光
素子である。
【００５８】
　光量計測部２１(1)，２１(2)は、それぞれ、ＯＬＥＤ１１２(1)，１１２(2)が発光した
ときの光量を、データドライバ１６(1)，１６(2)の出力信号に対応した出力値として計測
するものである。
【００５９】
　光量計測部２１(1)は、トランジスタＴ４(1)とトランジスタＴ５(1)とキャパシタＣ２(
1)と、を備え、光量計測部２１(2)は、トランジスタＴ４(2)とトランジスタＴ５(2)とキ
ャパシタＣ２(2)と、を備える。
【００６０】
　トランジスタＴ４(1)，Ｔ４(2)、トランジスタＴ５(1)，Ｔ５(2)は、ｎチャンネル型の
ＦＥＴによって構成されたＴＦＴであり、例えば、アモルファスシリコン又はポリシリコ
ンＴＦＴによって構成されている。
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【００６１】
　トランジスタＴ４(1)，Ｔ４(2)は、それぞれ、ＯＬＥＤ１１２(1)，１１２(2)が発光し
たときの入射光量に応じたソース－ドレイン間電流を取り出す光センサトランジスタであ
って、入射光量をセンサ出力信号ＯＵＴ(1)，ＯＵＴ(2)に変換する。尚、トランジスタＴ
４(1)，Ｔ４(2)は、ダブルゲートトランジスタであってもよい。
【００６２】
　トランジスタＴ４(1)，Ｔ４(2)のそれぞれのソースはカソード電源１４に接続され、そ
れぞれのゲートはコントローラ１９に接続されてコントローラ１９からリフレッシュ信号
ＲＦＳＨ(1)，ＲＦＳＨ(2)が供給される。
【００６３】
　キャパシタＣ２(1)は、両端がトランジスタＴ４(1)のドレイン、ソースに接続されて、
トランジスタＴ４(1)のドレイン－ソース間電圧を保持するものである。キャパシタＣ２(
2)は、両端がトランジスタＴ４(2)のドレイン、ソースに接続されて、トランジスタＴ４(
2)のドレイン－ソース間電圧を保持するものである。
【００６４】
　トランジスタＴ５(1)，Ｔ５(2)は、それぞれ、オン、オフして、キャパシタＣ２(1)，
Ｃ２(2)の充電、放電を制御するトランジスタである。
【００６５】
　トランジスタＴ５(1)のソースはトランジスタＴ４(1)のドレインに接続され、ゲートは
コントローラ１９に接続されてコントローラ１９から充電制御信号ＳＣＧ(1)が供給され
る。
【００６６】
　トランジスタＴ５(2)のソースはトランジスタＴ４(2)のドレインに接続され、ゲートは
コントローラ１９に接続されてコントローラ１９から充電制御信号ＳＣＧ(2)が供給され
る。
【００６７】
　トランジスタＴ５(1)，Ｔ５(2)は、それぞれ、コントローラ１９から電圧－Ｖ１１（負
又は０）の充電制御信号ＳＣＧ(1)，(2)が供給されてオフし、電圧＋Ｖ１１（正）の充電
制御信号ＳＣＧ(1)，(2)が供給されてオンする。
【００６８】
　図５（ａ）は、ＯＬＥＤ１１２(1)、トランジスタＴ４(1)の断面図、図５（ｂ）は、図
５（ａ）に示す構成の一部の平面図、図５（ｃ）は、ＯＬＥＤ１１２(1)、トランジスタ
Ｔ４(1)，トランジスタＴ５(1)、キャパシタＣ２(1)の平面図である。
【００６９】
　尚、ＯＬＥＤ１１２(2)、トランジスタＴ４(2)，Ｔ５(2)、キャパシタＣ２(2)の構成は
、ＯＬＥＤ１１２(1)、トランジスタＴ４(1)，Ｔ５(1)、キャパシタＣ２(1)と同様である
ため、説明を省略する。
【００７０】
　ＯＬＥＤ１１２(1)の画素電極１１２ａ、発光層１１２ｅ、カソード電極１１２ｃは、
それぞれ、図３に示す画素電極１１１ａ、発光層１１１ｅ、カソード電極１１１ｃと同様
のものである。
【００７１】
　トランジスタＴ４(1)は、図５（ａ），（ｃ）に示すように、２つのトランジスタが並
列接続され構成されて、受光面積を大きくして受光効率が良好となるように構成されてい
る。
【００７２】
　トランジスタＴ４(1)は、ゲート電極１０４ｇ１，１０４ｇ２、ドレイン電極１０４ｄ
１，１０４ｄ２、ソース電極１０４ｓ１，１０４ｓ２、半導体層１０４ｃ１，１０４ｃ２
、保護絶縁層１０４ｉ１，１０４ｉ２，オーミックコンタクト層１０４ｏ１，１０４ｏ２
によって構成される。
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【００７３】
　図５（ａ）に示すように、トランジスタＴ３と同一のガラス基板１０１上に、トランジ
スタＴ４(1)のゲート電極１０４ｇ１，１０４ｇ２が形成され、ゲート電極１０４ｇ１，
１０４ｇ２は、ゲート絶縁膜２２１によって覆われる。このゲート絶縁膜２２１は、図３
に示すゲート絶縁膜１２１と同様のものである。
【００７４】
　そして、このゲート絶縁膜２２１の上に、トランジスタＴ４(1)の半導体層１０４ｃ１
，１０４ｃ２、保護絶縁層１０４ｉ１，１０４ｉ２、オーミックコンタクト層１０４ｏ１
，１０４ｏ２、ドレイン電極１０４ｄ１，１０４ｄ２、ソース電極１０４ｓが形成される
。
【００７５】
　ＯＬＥＤ１１２(1)の画素電極１１２ａ、発光層１１２ｅ、カソード電極１１２ｃは、
トランジスタＴ４(1)のドレイン電極１０４ｄ１，１０４ｄ２、ソース電極１０４ｓ、半
導体層１０４ｃ１，１０４ｃ２、保護絶縁層１０４ｉ１，１０４ｉ２、オーミックコンタ
クト層１０４ｏ１，１０４ｏ２の真上に形成される。このＯＬＥＤ１１２(1)，１１２(2)
は、各画素回路１１(i,j)のＯＬＥＤ１１１と同等の構造を有しており、各画素回路１１(
i,j)におけるＯＬＥＤ１１１と同時に製造することができる。
【００７６】
　ＯＬＥＤ１１２(1)の発光層１１２ｅから発光した光は、図中、矢印で示すように、ド
レイン電極１０４ｄ１，１０４ｄ２、ソース電極１０４ｓに入射される。
【００７７】
　尚、絶縁膜２２２，２２３、隔壁２２４、封止材２２５は、それぞれ、図３に示す絶縁
膜１２２，１２３、隔壁１２４、封止材１２５と同様のものである。
【００７８】
　画素電極１１２ａには、接続配線２２６が接続される。この接続配線２２６は、画素電
極１１２ａとデータドライバ１６(1)の出力端子ＤＯ(u)とを接続するための配線であり、
スイッチＳｗ１の一端に接続される。
【００７９】
　トランジスタＴ４(1)は、コントローラ１９から電圧＋Ｖ２２（正）のリフレッシュ信
号ＲＦＳＨ(1)が供給されてオンし、リフレッシュ信号ＲＦＳＨ(1)が０Ｖに設定されると
ドレイン－ソース間に、入射光量に応じたチャネルが形成されてドレイン電流が流れる。
【００８０】
　またトランジスタＴ４(1)は、リフレッシュ信号ＲＦＳＨ(1)が電圧－Ｖ２１（負）に設
定されると完全にオフし、ドレイン－ソース間にドレイン電流が流れなくなる。
【００８１】
　トランジスタＴ５(1)は、ドレイン電極１０５ｄ、ソース電極１０５ｓ、ゲート電極１
０５ｇ、保護膜１０５ｉによって構成される。
【００８２】
　尚、表示装置１は、ＯＬＥＤ１１２(1)，１１２(2)、トランジスタＴ４(1)，Ｔ４(2)，
Ｔ５(1)，Ｔ５(2)，キャパシタＣ２(1)，Ｃ２(2)を含めて製造工程において同時に作成さ
れる。
【００８３】
　図１に戻り、セレクトドライバ１３は、画素回路１１(i,j)の行を、順次、選択するド
ライバであり、例えば、シフトレジスタによって構成される。セレクトドライバ１３は、
セレクトラインＬs(1)を介して各画素回路１１(1,1)～１１(m,1)のトランジスタＴ１，Ｔ
２のゲート、・・・、セレクトラインＬs(n)を介して各画素回路１１(1,n)～１１(m,n)の
トランジスタＴ１，Ｔ２のゲートに接続される。
【００８４】
　セレクトドライバ１３は、コントローラ１９から垂直同期信号に同期したスタート信号
が供給されて動作を開始し、コントローラ１９から供給されるクロック信号に従い、順次
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、第１行目の画素回路１１(1,1)～１１(m,1)、・・・、第ｎ行目の画素回路１１(1,n)～
１１(m,n)に、Ｈｉレベルの行選択信号を出力して、画素回路１１(i,j)の各行を選択する
。
【００８５】
　アノードドライバ１５は、アノードラインＬa(1)～Ｌa(n)に、それぞれ、電圧VL又はVH
の電圧信号を出力するドライバである。この電圧VLは、例えばカソード電源１４のカソー
ド電圧と同電位に設定される。電圧VHは、各画素回路１１(i,j)のＯＬＥＤ１１１が発光
するような電流が流れる電圧、例えば、＋１５ｖ程度の電圧に設定される。
【００８６】
　アノードドライバ１５は、それぞれ、アノードラインＬa(1)を介して画素回路１１(1,1
)～１１(m,1)のトランジスタＴ３のドレイン、・・・、アノードラインＬa(n)を介して画
素回路１１(1,n)～１１(m,n)のトランジスタＴ３のドレインに接続される。
【００８７】
　アノードドライバ１５は、コントローラ１９からスタート信号が供給されて動作を開始
し、コントローラ１９から供給されたクロック信号に従って動作する。
【００８８】
　カソード電源１４は、各画素回路１１(i,j)のＯＬＥＤ１１１のカソード、光電変換部
１２のＯＬＥＤ１１２(1)，１１２(2)のカソードにカソード電圧を印加するための電源で
ある。
【００８９】
　カソード電源１４は、カソードラインＬc(1)を介して画素回路１１(1,1)～１１(1,n)の
トランジスタＴ２のソース、・・・、カソードラインＬc(m)を介して画素回路１１(m,1)
～１１(m,n)のトランジスタＴ２のソースに接続される。
【００９０】
　また、カソード電源１４は、光電変換部１２のＯＬＥＤ１１２(1)，１１２(2)のカソー
ドに接続される。
【００９１】
　データドライバ１６(1)，１６(2)は、コントローラ１９から画像の階調度を示す階調信
号Ｄ(1)～Ｄ(m)が供給されて、前述のように、区分した画素回路１１(i,j)毎に、階調信
号Ｄ(1)～Ｄ(m)に対応する電圧をキャパシタＣ１に書き込むドライバである。
【００９２】
　データドライバ１６(1)は、コントローラ１９から、画像データに対応する階調信号Ｄ(
1)～Ｄ(u)が供給されて、出力信号として、例えば、階調信号Ｄ(1)～Ｄ(u)に電圧に電流
値を有する電流信号からなる階調電流Ｉdata(1)～Ｉdata(u)を生成する。
【００９３】
　データドライバ１６(1)は、生成した階調電流Ｉdata(1)～Ｉdata(u-1)を、それぞれ、
出力端子ＤＯ(1)～ＤＯ(u-1)に出力して、データラインＬd(1)～Ｌd(u-1)に印加し、階調
電流Ｉdata(u)を出力端子ＤＯ(u)に出力して、スイッチＳｗ１の入力端子に印加する。
【００９４】
　データドライバ１６(2)は、コントローラ１９から、画像データに対応する階調信号Ｄ(
u+1)～Ｄ(m)が入力信号として供給されて、出力信号として、例えば、階調信号Ｄ(u+1)～
Ｄ(m)に対応する電流値を有する電流信号からなる階調電流Ｉdata(u+1)～Ｉdata(m)を生
成する。
【００９５】
　データドライバ１６(2)は、生成した階調電流Ｉdata(u+1)を出力端子ＤＯ(u+1)に出力
して、スイッチＳｗ２の入力端子に印加し、階調電流Ｉdata(u+2)～Ｉdata(m)を、それぞ
れ、出力端子ＤＯ(u+2)～ＤＯ(m)に出力して、データラインＬd(u+2)～Ｌd(m)に出力する
。
【００９６】
　なお、データドライバ１６(1)，１６(2)は、出力信号として階調電流Ｉdata(1)～Ｉdat
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a(u)，Ｉdata(u+1)～Ｉdata(m)を生成する構成に限るものではなく、これに代えて、電圧
信号からなる階調電圧Ｖdata(1)～Ｖdata(u)，Ｖdata(u+1)～Ｖdata(m)を生成するもので
あってもよい。
【００９７】
　センサ信号処理部１７は、光電変換部１２の光量計測部２１(1)又は光量計測部２１(2)
から出力されたセンサ出力信号ＯＵＴ(1)，ＯＵＴ(2)の処理を行うものであり、図４に示
すように、センスアンプ３１と、出力バッファ３２と、を備える。
【００９８】
　センスアンプ３１は、光電変換部１２の光量計測部２１(1)又は光量計測部２１(2)から
出力されたセンサ出力信号ＯＵＴ(1)の電圧、センサ出力信号ＯＵＴ(2)の電圧を増幅する
ものである。センスアンプ３１は、増幅した電圧を出力バッファ３２に供給する。
【００９９】
　出力バッファ３２は、センスアンプ３１から供給された電圧を、出力値Ｖout(1),Ｖout
(2)としてコントローラ１９に出力するものである。
【０１００】
　電源１８は、電圧ＶＤＤを光電変換部１２の光量計測部２１(1)又は光量計測部２１(2)
に印加するためのものである。
【０１０１】
　スイッチＳｗ１，Ｓｗ２は、それぞれ、コントローラ１９から供給されたスイッチ制御
信号Ｃsw1，Ｃsw2に従って、光電変換部１２のＯＬＥＤ１１２(1)とデータドライバ１６(
1)、ＯＬＥＤ１１２(2)とデータドライバ１６(2)との接続、遮断を行うスイッチである。
【０１０２】
　スイッチＳｗ１は、コントローラ１９からスイッチ制御信号Ｃsw1(off)が供給されて、
データドライバ１６(1)とデータラインＬd(u)とを接続し、スイッチ制御信号Ｃsw1(on)が
供給されて、データドライバ１６(1)とＯＬＥＤ１１２(1)とを接続する。
【０１０３】
　スイッチＳｗ２は、コントローラ１９からスイッチ制御信号Ｃsw2(off)が供給されて、
データドライバ１６(2)とデータラインＬd(u+1)とを接続し、スイッチ制御信号Ｃsw2(on)
が供給されて、データドライバ１６(2)とＯＬＥＤ１１２(2)とを接続する。
【０１０４】
　スイッチＳｗ３は、コントローラ１９から供給されたスイッチ制御信号Ｃsw3に従って
、光電変換部１２の光量計測部２１(1)，２１(2)と、電圧ＶＤＤの電源１８又はセンサ信
号処理部１７とを接続するためのスイッチである。
【０１０５】
　スイッチＳｗ３は、コントローラ１９から、スイッチ制御信号Ｃsw3(c)が供給されて電
圧ＶＤＤの電源１８と光電変換部１２の光量計測部２１(1)，２１(2)と、を接続する。
【０１０６】
　スイッチＳｗ３は、コントローラ１９からスイッチ制御信号Ｃsw3(s)が供給されてセン
サ信号処理部１７と光電変換部１２の光量計測部２１(1)，２１(2)と、を接続する。
【０１０７】
　また、スイッチＳｗ３は、コントローラ１９からスイッチ制御信号Ｃsw3(n)が供給され
て中立となり、光電変換部１２を、電源１８、センサ信号処理部１７から切り離す。
【０１０８】
　表示信号生成回路２０は、例えば、コンポジット映像信号、コンポーネント映像信号の
ような映像信号が外部から供給され、供給された映像信号から輝度信号のような画像デー
タＰic、同期信号Ｓyncを取得するものである。表示信号生成回路２０は、取得した画像
データＰic、同期信号Ｓyncをコントローラ１９に供給する。
【０１０９】
　コントローラ１９は、各部を制御するものであり、ＣＰＵ（Central Processing Unit
），ＲＯＭ（Read Only Memory），ＲＡＭ（Random Access Memory）を備える。
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【０１１０】
　コントローラ１９は、セレクトドライバ１３、カソード電源１４、アノードドライバ１
５、データドライバ１６(1)，１６(2)に、スタート信号、クロック信号、その他各種制御
信号を供給して動作を開始させる。
【０１１１】
　また、コントローラ１９は、表示信号生成回路２０から画像データＰicが供給されると
、データドライバ１６(1)，１６(2)に、画像データＰicに対応する階調信号Ｄ(1)～Ｄ(u)
，Ｄ(u+1)～Ｄ(m)を出力する。
【０１１２】
　また、コントローラ１９は、例えば、電源投入直後、あるいは、定期的に、データドラ
イバ１６(1)，１６(2)のそれぞれの出力信号に対応する出力値を、光電変換部１２を用い
て計測させて、データドライバ１６(1)，１６(2)の出力信号の値を補正する。
【０１１３】
　出力信号の値を補正するため、コントローラ１９は、データドライバ１６(1)，１６(2)
に同じ階調値、例えば最高階調値、の階調信号Ｄ(u)，Ｄ(u+1)を供給する。
【０１１４】
　コントローラ１９は、それぞれ、データドライバ１６(1)，１６(2)から出力される階調
信号Ｄ(u)，Ｄ(u+1)に対応する階調電流Ｉdata(u)，Ｉdata(u+1)によって発光する光電変
換部１２のＯＬＥＤ１１２(1)，１１２(2)の光量を計測する。
【０１１５】
　コントローラ１９は、計測したＯＬＥＤ１１２(1)，１１２(2)のそれぞれの光量に基づ
く値を、データドライバ１６(1)，１６(2)の出力信号に対応した出力値とする。そして、
コントローラ１９は、計測したそれぞれの出力値の相互の比率等の、出力値相互の相関関
係に基づいて、２つのデータドライバ１６(1)，１６(2)の出力信号の値を補正する。
【０１１６】
　次に本実施形態に係る表示装置１の動作を説明する。まず、２つのデータドライバ１６
(1)，１６(2)間の出力信号の値を補正するための補正値を取得する動作について説明する
。
【０１１７】
　コントローラ１９は、図６に示すように、時刻ｔ１１～ｔ１２において、電圧＋Ｖ２２
のリフレッシュ信号ＲＦＳＨ(1)を光電変換部１２に供給する。
【０１１８】
　光量計測部２１(1)のトランジスタＴ４(1)は、このリフレッシュ信号ＲＦＳＨ(1)が供
給されてオンし、キャパシタＣ２(1)は放電する。
【０１１９】
　放電後の時刻ｔ１２において、コントローラ１９は、リフレッシュ信号ＲＦＳＨ(1)を
電圧－Ｖ２１に設定し、電圧＋Ｖ１２の充電制御信号ＳＣＧ(1)を光電変換部１２に供給
し、スイッチ制御信号Ｃsw3(c)をスイッチＳｗ３に供給する。
【０１２０】
　トランジスタＴ４(1)は、ゲートに電圧－Ｖ２１のリフレッシュ信号ＲＦＳＨ(1)が供給
されてオフし、トランジスタＴ５(1)は、電圧＋Ｖ１２の充電制御信号ＳＣＧ(1)がゲート
に供給されてオンする。
【０１２１】
　スイッチＳｗ３は、コントローラ１９からスイッチ制御信号Ｃsw3(c)が供給されて電圧
ＶＤＤの電源１８と光電変換部１２とを接続し、光電変換部１２に電圧ＶＤＤが印加され
る。
【０１２２】
　電源１８の電圧ＶＤＤが光電変換部１２に印加されると、トランジスタＴ５(1)がオン
のため、キャパシタＣ２(1)は、電圧ＶＤＤで充電される。
【０１２３】
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　キャパシタＣ２(1)が充電されて時刻ｔ1３になると、コントローラ１９は、充電制御信
号ＳＣＧ(1)を電圧－Ｖ１１に立ち下げ、リフレッシュ信号ＲＦＳＨ(1)を０Ｖに設定し、
スイッチ制御信号Ｃsw3(n)をスイッチＳｗ３に供給する。
【０１２４】
　スイッチＳｗ３は、コントローラ１９からスイッチ制御信号Ｃsw3(n)が供給されて、光
電変換部１２を電圧ＶＤＤの電源１８、センサ信号処理部１７から切り離し、トランジス
タＴ５(1)は、ゲートに電圧－Ｖ１１の充電制御信号ＳＣＧ(1)が供給されてオフする。
【０１２５】
　そして、コントローラ１９は、データドライバ１６(1)に最大電圧Ｖmaxの階調信号Ｄ(u
)を出力し、スイッチＳｗ１にスイッチ制御信号Ｃsw1(on)を供給する。
【０１２６】
　スイッチＳｗ１は、コントローラ１９からスイッチ制御信号Ｃsw1(on)が供給されてデ
ータドライバ１６(1)とＯＬＥＤ１１２(1)とを接続する。
【０１２７】
　データドライバ１６(1)は、コントローラ１９から、例えば最高階調の階調信号Ｄ(u)が
供給されると、この最高階調に対応する電流の階調電流Ｉdata(u)を生成してスイッチＳ
ｗ１に出力する。
【０１２８】
　ＯＬＥＤ１１２(1)は、階調電流Ｉdata(u)が供給されて発光し、ＯＬＥＤ１１２(1)の
発光層１１２ｅから発せられた光が、発光層１１２ｅの真下に配置されたトランジスタＴ
４(1)に照射され、トランジスタＴ４(1)のドレイン－ソース間に入射光量に応じたチャネ
ルが形成される。
【０１２９】
　そして、トランジスタＴ４(1)のドレイン－ソース間には、光の入射光量に対応するド
レイン電流が流れ出し、キャパシタＣ２(1)はこの電流に応じた放電を開始する。
【０１３０】
　時刻ｔ１３から予め設定された時刻ｔ１４になると、コントローラ１９は、光電変換部
１２に、電圧－Ｖ１１の充電制御信号ＳＣＧ(1)を供給し、リフレッシュ信号ＲＦＳＨ(1)
を電圧－Ｖ２１に設定して、スイッチ制御信号Ｃsw3(s)をスイッチＳｗ３に供給する。
【０１３１】
　光量計測部のトランジスタＴ４(1)のドレイン電流は、電圧－Ｖ２１のリフレッシュ信
号ＲＦＳＨ(1)が供給されて流れなくなり、キャパシタＣ２(1)の電圧は保持される。
【０１３２】
　また、トランジスタＴ５(1)は、電圧＋Ｖ１２の充電制御信号ＳＣＧ(1)が供給されてオ
ンし、スイッチＳｗ３がコントローラ１９からスイッチ制御信号Ｃsw3(s)が供給されてセ
ンサ信号処理部１７と光電変換部１２とが接続されると、センサ信号処理部１７のセンス
アンプ３１に、光電変換部１２からセンサ出力信号ＯＵＴ(1)が供給される。
【０１３３】
　センスアンプ３１は、このセンサ出力信号ＯＵＴ(1)の電圧を増幅し、出力バッファ３
２は、この増幅した電圧を出力値Ｖout(1)としてコントローラ１９に出力する。
【０１３４】
　時刻ｔ１６～ｔ１７において、コントローラ１９は、電圧＋Ｖ２２のリフレッシュ信号
ＲＦＳＨ(2)を光電変換部１２に供給して、キャパシタＣ２(2)を放電させ、放電後の時刻
ｔ１７において、コントローラ１９は、リフレッシュ信号ＲＦＳＨ(2)を電圧－Ｖ２1に設
定し、電圧＋Ｖ１1の充電制御信号ＳＣＧ(2)を光電変換部１２に供給する。
【０１３５】
　また、コントローラ１９は、スイッチ制御信号Ｃsw3(c)をスイッチＳｗ３に供給して、
キャパシタＣ２(2)を電圧ＶＤＤで充電する。
【０１３６】
　時刻ｔ１８になると、コントローラ１９は、充電制御信号ＳＣＧ(2)を電圧－Ｖ１１に
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立ち下げ、リフレッシュ信号ＲＦＳＨ(2)を０Ｖに設定し、スイッチ制御信号Ｃsw3(n)を
スイッチＳｗ３に供給する。
【０１３７】
　コントローラ１９は、データドライバ１６(2)に最大電圧Ｖmaxの階調信号Ｖdata(u+1)
を供給し、スイッチＳｗ２にスイッチ制御信号Ｃsw2(on)を供給する。
【０１３８】
　時刻ｔ１８～ｔ１９と、時刻ｔ１３～ｔ１４とを同じに設定し、この時刻ｔ１９になる
と、コントローラ１９は、光電変換部１２に、電圧＋Ｖ１１の充電制御信号ＳＣＧ(2)を
供給し、電圧－Ｖ２１のリフレッシュ信号ＲＦＳＨ(2)を供給する。
【０１３９】
　そして、時刻ｔ２０になると、コントローラ１９は、スイッチ制御信号Ｃsw3(s)をスイ
ッチＳｗ３に供給する。
【０１４０】
　センサ信号処理部１７と光電変換部１２とが接続されると、センサ信号処理部１７のセ
ンスアンプ３１は、光電変換部１２からセンサ出力信号ＯＵＴ(2)が供給され、このセン
サ出力信号ＯＵＴ(2)の電圧を増幅し、出力バッファ３２は、この増幅した電圧を出力値
Ｖout(2)としてコントローラ１９に出力する。
【０１４１】
　コントローラ１９は、出力バッファ３２から出力された出力値Ｖout(1)，Ｖout(2)を取
得する。そして、出力値Ｖout(1)と出力値Ｖout(2)との比較演算を行う。
【０１４２】
　即ち、コントローラ１９は、出力値Ｖout(1)，Ｖout(2)のうち、例えば出力値Ｖout(1)
を基準出力値として、出力値Ｖout(1)，Ｖout(2)を比較する。そして、コントローラ１９
は、出力値Ｖout(1)に対する出力値Ｖout(2)の比率α＝Ｖout(2)/Ｖout(1)を算出し、こ
の比率αの値に基づいて、データドライバ１６(2)の出力信号の値に対する補正値を取得
し、これを記憶する。
【０１４３】
　ここで、ＴＦＴパネル１１がカラー表示を行うものである場合、各画素に赤色、緑色、
青色の何れかの発光色を有するＯＬＥＤ１１１が設けられ、列方向に同じ発光色のＯＬＥ
Ｄ１１１を有する画素が配列され、列毎に異なる発光色のＯＬＥＤ１１１を有する画素が
配列される。
【０１４４】
　この場合、各発光色のＯＬＥＤ１１１は発光特性が互いに異なる。このため、良好なホ
ワイトバランスを得るために、データドライバ１６(1)、１６(2)の各出力端子ＤＯ(u)、
ＤＯ(u+1)から出力される出力信号に対応する出力値Ｖout(1)，Ｖout(2)の値は、対応す
るデータラインＬd(u)、Ｌd(u+1)に接続されている画素のＯＬＥＤ１１１の発光色に合わ
せた値に設定される。
【０１４５】
　すなわち、データドライバ１６(1)、１６(2)に特性の差が無い場合であっても、両者に
同じ階調値の階調信号Ｄ(u)，Ｄ(u+1)が供給されたとき、データドライバ１６(1)、１６(
2)の各出力端子ＤＯ(u)、ＤＯ(u+1)から出力される出力信号に対応する出力値Ｖout(1)，
Ｖout(2)の値は同じ値にはならず、対応するＯＬＥＤ１１１の発光色に合わせた値になっ
ている。
【０１４６】
　しかし、この場合、データドライバ１６(1)、１６(2)に特性の差が無い場合の出力値Ｖ
out(1)，Ｖout(2)の相関関係、すなわち各出力値Ｖout(1)，Ｖout(2)の比率は予め設定さ
れた値を有し、既知であるので、上記の比率αを、この予め設定されている比率に対して
比較することで、データドライバ１６(1)、１６(2)間に特性の差があるか否かを判断する
ことができる。
【０１４７】
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　そして、比率αと予め設定されている比率との比較に基づいて、上記の補正値を取得す
ることができる。
【０１４８】
　なお、上記においては、出力値Ｖout(1)，Ｖout(2)を、隣接するデータラインＬd(u)、
Ｌd(u+1)に接続されるデータドライバ１６(1)、１６(2)の各出力端子ＤＯ(u)、ＤＯ(u+1)
から出力される出力信号に対応するものとしたが、出力値Ｖout(1)，Ｖout(2)を、例えば
、近接した、同じ発光色のＯＬＥＤ１１１に対応するデータラインに接続されるデータド
ライバ１６(1)、１６(2)の出力端子から出力される出力信号に対応する構成としてもよい
。
【０１４９】
　この場合、データドライバ１６(1)、１６(2)に特性の差が無い場合の出力値Ｖout(1)，
Ｖout(2)は同じ値になるため、データドライバ１６(1)、１６(2)間に特性の差があるか否
かの判断、及び、補正値の取得に係わる動作を簡素化することができる。
【０１５０】
　次に、供給された映像信号に基づいて画像を表示する時の動作について説明する。まず
アノードドライバ１５は、カソード電源１４のカソード電圧と同じ電圧VLの電圧信号をア
ノードラインＬa(1)～Ｌa(n)に出力する。
【０１５１】
　コントローラ１９は、スイッチＳｗ１、Ｓｗ２に、それぞれ、スイッチ制御信号Ｃsw1(
off)，Ｃsw2(off)を供給する。
【０１５２】
　スイッチＳｗ１は、コントローラ１９から、スイッチ制御信号Ｃsw1(off)が供給されて
データラインＬd(u)とデータドライバ１６(1)とを接続する。スイッチＳｗ２は、コント
ローラ１９から、スイッチ制御信号Ｃsw2(off)が供給されてデータラインＬd(u+1)とデー
タドライバ１６(2)とを接続する。
【０１５３】
　表示信号生成回路２０に映像信号が供給され、表示信号生成回路２０は、供給された映
像信号に基づく画像データＰic、同期信号Ｓyncをコントローラ１９に供給する。コント
ローラ１９は、画像データＰic及び同期信号Ｓyncが供給されて、セレクトドライバ１３
、カソード電源１４、アノードドライバ１５、データドライバ１６(1)，１６(2)に制御信
号を供給し、セレクトドライバ１３、カソード電源１４、アノードドライバ１５、データ
ドライバ１６(1)，１６(2)は、動作を開始する。
【０１５４】
　セレクトドライバ１３は、セレクトラインＬs(1)に、Ｈｉレベルのセレクト信号を出力
して、第１行目の画素回路１１(1,1)～１１(m,1)を選択する。
【０１５５】
　コントローラ１９は、第１行目の画素回路１１(1,1)～１１(m,1)を選択する選択期間に
おいて、供給された画像データに対応する階調信号Ｄ(1)～Ｄ(u)をデータドライバ１６(1
)に供給する。
【０１５６】
　また、コントローラ１９は、供給された画像データに上記補正値を乗算して、データド
ライバ１６(2)に対応する階調信号Ｄ(u+1)～Ｄ(m)を生成し、この階調信号Ｄ(u+1)～Ｄ(m
)をデータドライバ１６(2)に供給する。
【０１５７】
　データドライバ１６(1)は、階調信号Ｄ(1)～Ｄ(u)が供給されて、出力信号として、階
調信号Ｄ(1)～Ｄ(u)にそれぞれ対応する電流の階調電流Ｉdata(1)～Ｉdata(u)を生成する
。
【０１５８】
　データドライバ１６(1)は、生成した階調電流Ｉdata(1)～Ｉdata(u)を、それぞれ、デ
ータラインＬd(1)～Ｌd(u)に出力する。
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【０１５９】
　また、データドライバ１６(1)は、生成した階調電流Ｉdata(u)を、スイッチＳｗ１を介
してデータラインＬd(u)に出力する。
【０１６０】
　データドライバ１６(2)は、階調信号Ｄ(u+1)～Ｄ(m)が供給されて、出力信号として、
階調信号Ｄ(u+1)～Ｄ(m)にそれぞれ対応する電流の階調電流Ｉdata(u+1)～Ｉdata(m)を生
成する。
【０１６１】
　そして、データドライバ１６(2)は、階調電流Ｉdata(u+1)を、スイッチＳｗ２を介して
データラインＬd(u+1)に出力する。
【０１６２】
　また、データドライバ１６(2)は、階調電流Ｉdata(u+1)～Ｉdata(m)をデータラインＬd
(u+1)～Ｌd(m)に出力する。
【０１６３】
　階調信号Ｉdata(1)～Ｉdata(m)が、それぞれ、データラインＬd(1)～Ｌd(m)に出力され
ると、画素回路１１(1,1)～１１(m,1)の各キャパシタＣ１に階調信号Ｄ(1)～Ｄ(u)に対応
する電圧が書き込まれる。
【０１６４】
　同様に、セレクトドライバ１３が、順次、セレクトラインＬs(2)，・・・，Ｌs(n)に、
Ｈｉレベルのセレクト信号を出力して、第２行目の画素回路１１(1,2)～１１(m,2)，・・
・，第ｎ行目の画素回路１１(1,n)～１１(m,n)を選択すると、各選択期間において、選択
された第ｊ行目の画素回路１１(1,j)～１１(m,j)の各キャパシタＣ１に階調信号Ｄ(1)～
Ｄ(u)に対応する電圧が書き込まれる。
【０１６５】
　そして、すべての画素回路１１(i,j)のキャパシタＣ１に階調信号Ｄ(1)～Ｄ(m)に対応
する電圧が書き込まれると、アノードドライバ１５は、コントローラ１９に制御されて、
電圧VHの電圧信号をアノードラインLa(1)～Ｌa(n)に出力する。
【０１６６】
　各画素回路１１(i,j)のトランジスタＴ３は、キャパシタＣ１に書き込まれた電圧に対
応する電流量の電流をＯＬＥＤ１１１に供給し、ＯＬＥＤ１１１は、供給された電流の電
流量に対応する輝度で発光する。
【０１６７】
　データドライバ１６(2)の階調電流Ｉdata(u+1)～Ｉdata(m)の電流値が補正値で補正さ
れているため、補正前のデータドライバ１６(1)，１６(2)間に特性の差があったとしても
、データドライバ１６(1)，１６(2)の境界における輝度の段差は低減される。
【０１６８】
　以上説明したように、本実施形態によれば、表示装置１は、データドライバ１６(1)，
１６(2)のそれぞれの出力値を計測して、その出力信号の値を補正するようにした。
【０１６９】
　従って、データドライバ１６(1)，１６(2)間に特性の差があったとしても、データドラ
イバ１６(1)，１６(2)間の輝度の段差を低減することができ、表示品位を向上させること
ができる。
【０１７０】
　そして、本発明による出力信号の値の補正は、コントローラ１９による制御によって、
例えば内蔵された所定のプログラムに従って自動的に行うことができて、人手で調整する
場合に比べて、遙かに短時間に行うことができて、出力信号の値の補正を実施するにあた
ってコストの増加を招くことがない。
【０１７１】
　しかも、この出力信号の値の補正を表示装置１の製造初期に実施するだけに限らず、任
意のタイミングで実施することもできて、その場合、データドライバ間の出力信号の値の
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補正を適宜行って、長期的にムラの発生を抑えて、表示品位を長期的に維持させることが
できる優れた効果を奏するものである。
【０１７２】
　次に、表示装置１における光電変換部１２、センサ信号処理部１７の配置について説明
する。図７は、本実施形態において、ＴＦＴパネル１１に対するセレクトドライバ１３と
アノードドライバ１５とデータドライバ１６(1)，１６(2)、及び光電変換部１２、センサ
信号処理部１７の実装配置の概要を示す図である。
【０１７３】
　図７に示すように、複数の画素回路１１(i,j)を備えるＴＦＴパネル１１はガラス基板
１０１上に形成されている。セレクトドライバ１３、アノードドライバ１５、データドラ
イバ１６(1)，１６(2)はガラス基板１０１上に実装されている。
【０１７４】
　そして、セレクトドライバ１３はガラス基板１０１上に形成された複数のセレクトライ
ンＬs(1)～Ｌs(n)を介してＴＦＴパネル１１と接続され、アノードドライバ１５はガラス
基板１０１上に形成された複数のアノードラインＬa(1)～Ｌa(n)を介してＴＦＴパネル１
１と接続される。データドライバ１６(1)はガラス基板１０１上に形成されたデータライ
ンＬd(1)～Ｌd(u)を介してＴＦＴパネル１１と接続され、データドライバ１６(2)はガラ
ス基板１０１上に形成されたデータラインＬd(u+1)～Ｌd(m)を介してＴＦＴパネル１１と
接続される。なお、便宜上、図７においてカソード電源１４は省略した。
【０１７５】
　ここで、光電変換部１２は、図４に示したように、２つのＯＬＥＤと４つのトランジス
タ、２つのキャパシタによって構成される程度のものであり、センサ信号処理部１７も数
個のトランジスタによって構成されるものであり、スイッチＳｗ１，Ｓｗ２，Ｓｗ３も数
個のトランジスタによって構成される程度のものである。
【０１７６】
　したがって、光電変換部１２、センサ信号処理部１７及びスイッチＳｗ１，Ｓｗ２，Ｓ
ｗ３が占める面積はデータドライバ等の各ドライバに比べて十分に小さいものである。一
方、データドライバ１６(1)，１６(2)に接続されるデータラインＬd(1)～Ｌd(m)は、図４
に示したように、一部屈曲した形状にされて、データドライバ１６(1)，１６(2)と接続さ
れる場合が多い。
【０１７７】
　この場合、ガラス基板１０１上のデータドライバ１６(1)及びデータドライバ１６(2)と
データラインＬd(1)～Ｌd(m)との間に有る程度の隙間ができる。そして、光電変換部１２
、センサ信号処理部１７及びスイッチＳｗ１，Ｓｗ２，Ｓｗ３を、この隙間のガラス基板
１０１上に設けるようにすることができる。
【０１７８】
　こうした場合、表示装置１を、光電変換部１２、センサ信号処理部１７及びスイッチＳ
ｗ１，Ｓｗ２，Ｓｗ３を備える構成としても、ガラス基板１０１の外形サイズは変わらな
いようにすることができ、この点においても本発明を適用した場合に、表示装置１のコス
ト増加を招くことはない。
【０１７９】
＜第２の実施形態＞
　本発明の第２の実施形態に係る表示装置の構成を図８に示し、本実施形態における光電
変換部、センサ信号処理部の構成を図９に示す。本発明の実施形態における表示装置１は
、上記図１に示すような構成のものに限られるものではなく、例えば、図１に示したスイ
ッチＳｗ１，Ｓｗ２を省略したものであってもよい。図８に示す本実施形態における表示
装置１は、図１に示した構成に対して、スイッチＳｗ１，Ｓｗ２が省略されている点が異
なる。なお、上記図１と同等の構成については同じ符号を付して、説明を省略する。
【０１８０】
　図８に示すように、本実施形態の表示装置１において、データドライバ１６(1)，１６(



(20) JP 2010-237564 A 2010.10.21

10

20

30

40

50

2)は、それぞれ、計測用の出力信号を出力する計測用出力端子ＤＯ(c)、ＤＯ(d)を備えて
いる。
【０１８１】
　そして、表示装置１は、このデータドライバ１６(1)の計測用出力端子ＤＯ(c)と光電変
換部１２、データドライバ１６(2)の計測用出力端子ＤＯ(d)と光電変換部１２とを接続す
る専用の接続線を有し、データドライバ１６(1)，１６(2)は、それぞれ、この接続線を介
して計測用の階調電流を光電変換部１２に供給する。
【０１８２】
　そして、光電変換部１２は、図９に示すように、各データドライバ１６(1)，１６(2)の
計測用出力端子ＤＯ(c)、ＤＯ(d)から、それぞれ、出力された階調電流でＯＬＥＤ１１２
(1)，１１２(2)を発光させて各データドライバ１６(1)，１６(2)の出力信号に対応した出
力値Ｖout(1)，Ｖout(2)を計測する。
【０１８３】
＜第３の実施形態＞
　本発明の第３の実施形態に係る表示装置の構成を図１０に示し、本実施形態における光
電変換部、センサ信号処理部の構成を図１１に示す。
　上記第１、第２の実施形態においては、光電変換部が光電計測部を２つ備えるものとし
たが、これに限るものではなく、光電計測部を１つとし、各データドライバで１つの光電
計測部を共用するようにしてもよい。
【０１８４】
　図１０、図１１に示す本実施形態における構成は、図１、図４に示した構成に対して、
スイッチＳｗ１，Ｓｗ２が無く、スイッチＳｗ４を有するとともに、光電変換部における
光量計測部が１つとなっている点が異なる。なお、上記図１、図４と同等の構成について
は同じ符号を付して、説明を省略する。
【０１８５】
　図１０に示すように、本実施形態の表示装置１は、光電変換部１２aと光電変換部１２a
に接続されたスイッチＳｗ４とを備え、データドライバ１６(1)，１６(2)は、それぞれ、
計測用の出力信号を出力する計測用出力端子ＤＯ(e)、ＤＯ(f)を備えている。
【０１８６】
　そして、計測用出力端子ＤＯ(e)はスイッチＳｗ４の一端に接続され、計測用出力端子
ＤＯ(f)はスイッチＳｗ４の他端に接続されている。そして、表示装置１は、スイッチＳ
ｗ４を適宜切り替えて、データドライバ１６(1)の計測用出力端子ＤＯ(d)又はデータドラ
イバ１６(2)の計測用出力端子ＤＯ(e)の何れか一方を光電変換部１２aに接続して、計測
用の階調電流を光電変換部１２aに供給する。
【０１８７】
　そして、光電変換部１２aは、図１１に示すように１つのＯＬＥＤ１１２と１つの光量
計測部２１とを備え、ＯＬＥＤ１１２の一端はスイッチＳｗ４に接続されている。
【０１８８】
　そして、コントローラ１９は、このスイッチＳｗ４にスイッチ制御信号Ｃsw4を供給し
、このスイッチＳｗ４を切り替えて、スイッチＳｗ４を介してデータドライバ１６(1)，
１６(2)から出力された計測用の階調電流をＯＬＥＤ１１２に供給する。
【０１８９】
　そして、光電変換部１２aは、各データドライバ１６(1)，１６(2)の計測用出力端子Ｄ
Ｏ(d)、ＤＯ(e)から出力された階調電流でＯＬＥＤ１１２を順次発光させて、各データド
ライバ１６(1)，１６(2)の出力信号に対応した出力値Ｖout(1)，Ｖout(2)を計測する。
【０１９０】
　尚、本発明を実施するにあたっては、種々の形態が考えられ、上記実施形態に限られる
ものではない。上記第１、第２の実施形態において、光電変換部１２は、ＯＬＥＤを２つ
備えるとともに、光量計測部も各ＯＬＥＤに対応して２つ備えるものとしたが、例えば、
光量計測部の１つの光センサトランジスタＴ４を２つのＯＬＥＤに跨るように形成して、
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【０１９１】
　また、上記各実施形態では、コントローラ１９は、階調電流Ｉdata(u+1)～Ｉdata(m)の
電流値に補正値を乗算して各階調電流Ｉdata(u+1)～Ｉdata(m)全体の電流値を補正するよ
うにした。しかし、表示品位に支障がなければ、データドライバ１６(2)は、階調電流Ｉd
ata(u+1)の電流値だけを補正するようにしてもよい。
【０１９２】
　上記各実施形態では、出力値Ｖout(1)を基準出力値とし、α＝Ｖout(2)/Ｖout(1)とし
て、階調電流Ｉdata(u+1)～Ｉdata(m)の電流値を補正するようにした。しかし、出力値Ｖ
out(2)を基準出力値とし、α＝Ｖout(1)/Ｖout(2)として、階調電流Ｉdata(1)～Ｉdata(u
)の電流値を補正するようにしてもよい。
【０１９３】
　また、コントローラ１９が階調電流を補正する代わりに、各データドライバ１６(1)，
１６(2)が、補正値αに基づいて階調信号Ｄ(1)～Ｄ(u)又はＤ(u+1)～Ｄ(m)を補正するよ
うにしてもよい。
【０１９４】
　上記実施形態では、データドライバを２つとした。しかし、データドライバの数は、２
つでなくても３つ以上であってもよい。３つ以上の場合、表示装置１は、各境界毎に、光
電変換部１２を備え、コントローラ１９は、例えば、何れか１つのデータドライバの出力
信号に対応する出力値を基準出力値として、他のデータドライバに対する補正値を取得す
る。
【符号の説明】
【０１９５】
　１・・・表示装置、１１(i,j)・・・画素回路、１２・・・光電変換部、１３・・・セ
レクトドライバ、１４・・・カソード電源、１５・・・アノードドライバ、１６(1)，１
６(2)・・・データドライバ、１７・・・センサ信号処理部、１８・・・電源、１９・・
・コントローラ、２０・・・表示信号生成回路、２１(1)，２１(2)・・・光量計測部、１
１１，１１２(1)，１１２(2)・・・ＯＬＥＤ
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